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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成22年9月2日(2010.9.2)

【公表番号】特表2009-543567(P2009-543567A)
【公表日】平成21年12月10日(2009.12.10)
【年通号数】公開・登録公報2009-049
【出願番号】特願2009-519869(P2009-519869)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/52     (2006.01)
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  27/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  14/52    　　　　
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/713   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｐ  27/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/04    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ型核酸分子、Ｂ型核酸分子、Ｃ型核酸分子、ならびに配列番号１４２、配列番号１４
３、および配列番号１４４のいずれかの核酸配列を有する核酸分子を含む群から選択され
、ＳＤＦ－１に結合する核酸分子。
【請求項２】
　前記Ａ型核酸分子が下記のコアヌクレオチド配列、
５’ＡＡＡＧＹＲＡＣＡＨＧＵＭＡＡＸＡＵＧＡＡＡＧＧＵＡＲＣ３’（配列番号１９）
（式中、ＸＡは不在またはＡである）を含む、請求項１に記載の核酸分子。
【請求項３】
　前記Ａ型核酸分子が、
５’ＡＡＡＧＹＲＡＣＡＨＧＵＭＡＡＵＧＡＡＡＧＧＵＡＲＣ３’（配列番号２０）
５’ＡＡＡＧＹＲＡＣＡＨＧＵＭＡＡＡＵＧＡＡＡＧＧＵＡＲＣ３’（配列番号２１）、
および、
５’ＡＡＡＧＹＡＡＣＡＨＧＵＣＡＡＵＧＡＡＡＧＧＵＡＲＣ３’（配列番号２２）
を含む群から選択されるコアヌクレオチド配列を含む、請求項２に記載の核酸分子。
【請求項４】
　前記核酸分子が、５’→３’の方向に、ヌクレオチドの第１のストレッチ、前記コアヌ
クレオチド配列、およびヌクレオチドの第２のストレッチを含むか、または
　前記核酸分子が、５’→３’の方向に、ヌクレオチドの第２のストレッチ、前記コアヌ
クレオチド配列、およびヌクレオチドの第１のストレッチを含む、請求項２および３のい
ずれかに記載の核酸分子。
【請求項５】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチおよび前記ヌクレオチドの第２のストレッチが任
意選択的に相互にハイブリダイズし、これによりハイブリダイゼーションのときに２本鎖
構造が形成される、請求項４に記載の核酸分子。
【請求項６】
　前記２本鎖構造が４～６塩基対からなる、請求項４および５のいずれかに記載の核酸分
子。
【請求項７】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’Ｘ１Ｘ２ＮＮＢＶ３’（配列番号４４）の
ヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＢＮＢＮＸ３Ｘ４

３’（配列番号４５）のヌクレオチド配列を含む、請求項４～６のいずれかに記載の核酸
分子
（式中、Ｘ１は不在もしくはＲであり、Ｘ２はＳであり、Ｘ３はＳであり、Ｘ４は不在も
しくはＹであるか、または、
　Ｘ１は不在であり、Ｘ２は不在もしくはＳであり、Ｘ３は不在もしくはＳであり、Ｘ４

は不在である）。
【請求項８】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’Ｘ２ＢＢＢＳ３’（配列番号４２）のヌク
レオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＳＢＢＶＸ３３’（配
列番号４３）のヌクレオチド配列を含み（式中、Ｘ２は不在またはＳであり、Ｘ３は不在
またはＳである）、請求項４～７のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項９】
　前記核酸分子が配列番号５～１８、２５～４１、１３３、１３７、１３９～１４１のい
ずれかの核酸配列を有する、請求項２～８のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項１０】
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　前記Ｂ型核酸分子が下記のコアヌクレオチド配列、
５’ＧＵＧＵＧＡＵＣＵＡＧＡＵＧＵＡＤＷＧＧＣＵＧＷＵＣＣＵＡＧＵＹＡＧＧ３’（
配列番号５７）
を含む、請求項１に記載の核酸分子。
【請求項１１】
　前記Ｂ型核酸分子が、
５’ＧＵＧＵＧＡＵＣＵＡＧＡＵＧＵＡＤＵＧＧＣＵＧＡＵＣＣＵＡＧＵＣＡＧＧ３’（
配列番号５８）
のコアヌクレオチド配列を含む、請求項１０に記載の核酸分子。
【請求項１２】
　前記核酸分子が、５’→３’の方向に、ヌクレオチドの第１のストレッチ、前記コアヌ
クレオチド配列、およびヌクレオチドの第２のストレッチを含むか、または
　前記核酸分子が、５’→３’の方向に、ヌクレオチドの第２のストレッチ、前記コアヌ
クレオチド配列、およびヌクレオチドの第１のストレッチを含む、請求項１０および１１
のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項１３】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチおよび前記ヌクレオチドの第２のストレッチが任
意選択的に相互にハイブリダイズし、これによりハイブリダイゼーションのときに２本鎖
構造が形成される、請求項１２に記載の核酸分子。
【請求項１４】
　前記２本鎖構造が４～６塩基対からなる、請求項１２および１３のいずれかに記載の核
酸分子。
【請求項１５】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’Ｘ１Ｘ２ＳＶＮＳ３’（配列番号７７）の
ヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＢＶＢＳＸ３Ｘ４

３’（配列番号７８）のヌクレオチド配列を含み
（式中、Ｘ１は不在もしくはＡであり、Ｘ２はＧであり、Ｘ３はＣであり、Ｘ４は不在も
しくはＵであるか、または、
　Ｘ１は不在であり、Ｘ２は不在もしくはＧであり、Ｘ３は不在もしくはＣであり、Ｘ４

は不在である）、請求項１２～１４のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項１６】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’Ｘ２ＳＳＢＳ３’（配列番号７３）のヌク
レオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＢＶＳＳＸ３３’（配
列番号７４）のヌクレオチド配列を含み（式中、Ｘ２は不在またはＧであり、Ｘ３は不在
またはＣである）、請求項１２～１５のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項１７】
　前記核酸分子が配列番号４６～５６、６１～７２、および１３２のいずれかの核酸配列
を有する、請求項１０～１６のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項１８】
　前記Ｃ型核酸分子が、
ＧＧＵＹＡＧＧＧＣＵＨＲＸＡＡＧＵＣＧＧ（配列番号９０）
（式中、ＸＡは不在またはＡである）のコアヌクレオチド配列を含む、請求項１に記載の
核酸分子。
【請求項１９】
　前記Ｃ型核酸分子が、
５’ＧＧＵＹＡＧＧＧＣＵＨＲＡＡＧＵＣＧＧ３’（配列番号９１）、
５’ＧＧＵＹＡＧＧＧＣＵＨＲＡＧＵＣＧＧ３’（配列番号９２）、および、
５’ＧＧＵＵＡＧＧＧＣＵＨＧＡＡＧＵＣＧＧ３’（配列番号９３）
を含む群から選択されるコアヌクレオチド配列を含む、請求項１８に記載の核酸分子。
【請求項２０】
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　前記核酸分子が、５’→３’の方向に、ヌクレオチドの第１のストレッチ、前記コアヌ
クレオチド配列、およびヌクレオチドの第２のストレッチを含むか、または
　前記核酸分子が、５’→３’の方向に、ヌクレオチドの第２のストレッチ、前記コアヌ
クレオチド配列、およびヌクレオチドの第１のストレッチを含む、請求項１８および１９
のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項２１】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチの少なくとも一部分および前記ヌクレオチドの第
２のストレッチの少なくとも一部分が任意選択的に相互にハイブリダイズし、これにより
ハイブリダイゼーションのときに２本鎖構造が形成される、請求項２０に記載の核酸分子
。
【請求項２２】
　前記第１のストレッチの長さおよび前記第２のストレッチの長さが個別に独立して０～
１７ヌクレオチド、または４～１０ヌクレオチド、または４～６ヌクレオチドである、請
求項２０および２１のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項２３】
　前記２本鎖構造が、４～１０塩基対、または４～６塩基対、または５塩基対を含む、請
求項２１および２２のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項２４】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’ＲＫＳＢＵＳＮＶＧＲ３’（配列番号１２
０）のヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＹＹＮＲＣ
ＡＳＳＭＹ３’（配列番号１２１）のヌクレオチド配列を含む、請求項２０～２３のいず
れかに記載の核酸分子。
【請求項２５】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’ＸＳＳＳＳＶ３’（配列番号１２４）のヌ
クレオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＢＳＳＳＸＳ３’（
配列番号１２５）のヌクレオチド配列を含む（式中、ＸＳは不在またはＳである）、請求
項２０～２３のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項２６】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’ＳＳＳＳＲ３’（配列番号１３０）のヌク
レオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＹＳＢＳＳ３’（配列
番号１３１）のヌクレオチド配列を含む、請求項２０～２３のいずれかに記載の核酸分子
。
【請求項２７】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’ＣＧＵＧＣＧＣＵＵＧＡＧＡＵＡＧＧ３’
のヌクレオチド配列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＣＵＧＡＵＵＣ
ＵＣＡＣＧ３’のヌクレオチド配列を含む、請求項２０～２３のいずれかに記載の核酸分
子。
【請求項２８】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’ＵＧＡＧＡＵＡＧＧ３’のヌクレオチド配
列を含み、前記ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＣＵＧＡＵＵＣＵＣＡ３’のヌク
レオチド配列を含む、請求項２０～２３のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項２９】
　前記ヌクレオチドの第１のストレッチが５’ＧＡＧＡＵＡＧＧ３’のヌクレオチド配列
を含み、ヌクレオチドの第２のストレッチが５’ＣＵＧＡＵＵＣＵＣ３’のヌクレオチド
配列を含む、請求項２０～２３のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項３０】
　前記核酸分子が配列番号７９～８９、９４～１１９、および１３４～１３６のいずれか
の核酸配列を有する、請求項１８～２９のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項３１】
　前記核酸分子が配列番号１４２～１４４のいずれかの核酸配列を有する、請求項１に記
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載の核酸分子。
【請求項３２】
　前記核酸分子がＳＤＦ－１に対するアンタゴニストであるか、または前記核酸分子がＳ
ＤＦ－１受容体系のアンタゴニストである、請求項１～３１のいずれかに記載の核酸分子
。
【請求項３３】
　前記ＳＤＦ－１がヒトＳＤＦ－１である、請求項１～３２のいずれかに記載の核酸分子
。
【請求項３４】
　前記核酸分子が修飾を含み、該修飾がＨＥＳ部分およびＰＥＧ部分を含む群から選択さ
れる、請求項１～３３のいずれかに記載の核酸分子。
【請求項３５】
　前記核酸の前記ヌクレオチドがＬ－ヌクレオチドである、請求項１～３４のいずれかに
記載の核酸分子。
【請求項３６】
　疾患の治療方法における使用のための請求項１～３５のいずれかに記載の核酸。
【請求項３７】
　請求項１～３６のいずれかに記載の核酸と任意選択的にさらなる構成成分とを含む医薬
組成物であって、前記構成成分が、薬学的に許容可能な賦形剤と薬学的活性剤とを含む群
から選択される医薬組成物。
【請求項３８】
　薬物の製造のための請求項１～３６のいずれかに記載の核酸の使用。
【請求項３９】
　前記薬物が疾患または障害の治療および／または予防のためのものであり、該疾患また
は障害がＳＤＦ－１により媒介される、請求項３８に記載の使用。
【請求項４０】
　診断手段の製造のための請求項１～３６のいずれかに記載の核酸の使用。
【請求項４１】
　前記診断手段が疾患の診断のためのものであり、該疾患がＳＤＦ－１により媒介される
、請求項４０に記載の使用。
【請求項４２】
　ＳＤＦ－１と、請求項１～３６のいずれかに記載の核酸とを含む複合体。
【請求項４３】
　ＳＤＦ－１の検出のための請求項１～３６のいずれかに記載の核酸の使用。
【請求項４４】
　候補ＳＤＦ－１アンタゴニストおよび／または候補ＳＤＦ－１アゴニストを提供するス
テップと、
　請求項１～３６のいずれかに記載の核酸を提供するステップと、
　ＳＤＦ－１アンタゴニストおよび／またはＳＤＦ－１アゴニストの存在下でシグナルを
与える試験系を提供するステップと、
　前記候補ＳＤＦ－１アンタゴニストがＳＤＦ－１アンタゴニストであるかどうか、およ
び／または前記候補ＳＤＦ－１アゴニストがＳＤＦ－１アゴニストであるかどうかを決定
するステップと
を含む、ＳＤＦ－１アンタゴニストまたはＳＤＦ－１アゴニストをスクリーニングするた
めの方法。
【請求項４５】
　相に固定化されたＳＤＦ－１を提供するステップと、
　請求項１～３６のいずれかに記載の核酸を提供するステップと、
　候補ＳＤＦ－１アゴニストおよび／または候補ＳＤＦ－１アンタゴニストを添加するス
テップと、
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　前記候補ＳＤＦ－１アゴニストがＳＤＦ－１アゴニストであるかどうか、および／また
は前記候補ＳＤＦ－１アンタゴニストがＳＤＦ－１アンタゴニストであるかどうかを決定
するステップと
を含む、ＳＤＦ－１アゴニストおよび／またはＳＤＦ－１アンタゴニストをスクリーニン
グするための方法。
【請求項４６】
　請求項１～３６のいずれかに記載の核酸を含むＳＤＦ－１の検出のためのキット。
【請求項４７】
　請求項４４および４５のいずれかに記載の方法により得られるＳＤＦ－１アンタゴニス
ト。
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